
 

［成果情報名］エチレン非依存性花きの老化を制御する新規遺伝子の特定 

［要約］EPHEMERAL1 遺伝子は、アサガオ花弁のエチレン非依存的な老化を制御しており、

本遺伝子の発現を抑制することで、花弁の老化を遅延することができる。 
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［背景・ねらい］ 

切り花では日持ちの良さが強く求められている。花弁の老化にエチレンが関与する花き

では、エチレンの作用を阻害することで日持ちを延ばすことができる。一方、ユリやチュ

ーリップなどの切り花では、エチレン阻害剤を処理しても日持ちを延長することができな

い。これらの、花弁の老化にエチレンが関与しない花き（エチレン非依存性花き）では、

エチレンによる調節とは別に、開花後の時間経過（加齢）に伴い花弁の老化を制御する機

構があると考えられている。本研究では、エチレン非依存的な老化を示すアサガオ（品種

「紫」）を用いて、花弁の老化を制御する遺伝子の特定を行う。 

［成果の内容・特徴］ 

１．アサガオ花弁の老化時に発現量が増加する遺伝子の一つとして選抜した EPHEMERAL1
（EPH1）遺伝子は、転写因子タンパク質をコードしている。 

２．野生型「紫」の花弁は、開花後平均約 13 時間でしおれ始めるが、EPH1 遺伝子の発現

を抑制した形質転換体では、しおれ始めるまでの時間が約 24 時間に延びる（図１、２）。 

３．野生型の花弁における EPH1 遺伝子の発現量は、エチレン作用阻害剤（1-MCP）を処

理した花でも、無処理の花と同様に老化に伴い増加する（図３）。 

４．EPH1 発現抑制形質転換体の花弁では、プログラム細胞死（細胞の自発的な死）の指

標である DNA 断片化の進行が遅延する（図４）。また、EPH1 発現抑制形質転換体では、

細胞死に関連する複数の遺伝子の発現が抑制される。 

５．以上から、EPH1 遺伝子はアサガオ花弁においてエチレン非依存的な老化を制御して

いる。 
［成果の活用面・留意点］ 

１．人工気象室内（24℃、相対湿度 70％、光強度 100 µmol m-2 s-1、12 時間日長）で栽培し

た結果である。  
２．効果的な日持ち延長技術がないエチレン非依存性花きにおいて、新しい品質保持技術

の開発につながる。  
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［具体的データ］ 
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図２ 開花後 24 時間目の EPH1 発現抑制形
質転換体 
形質転換体では、撮影当日に咲いた紫色の
花と、前日に咲いたピンク色の花を同時に
観察できる。「紫」では、時間経過ととも
に花の色が紫色からピンク色に変わる。 

図３ 1-MCP を処理した野生型の花弁
における EPH1 遺伝子の発現 
Air：対照区 
1-MCP：2 μl l-11-MCP 連続処理 
平均値±標準誤差（n=3） 

図１ EPH1 発現抑制形質転換体の花弁の老化 

図４ 花弁細胞における DNA 断片化 
野生型では、開花後 16 時間目から顕著な DNA
の断片化が認められるが、EPH1 発現抑制形質
転換体では、DNA 断片化の進行が遅れる。 
断片化している DNA は、電気泳動の図では下
の方に帯状に見える。 
図中の数字は、開花後の時間（h） 
M：DNA マーカー 
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